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総会で挨拶する増田隆之相談役(藤沢商工会議所会頭) 

 

朱建栄東洋学園大学教授から記念講演「中国最新見聞録」 

 

総会後の懇親会(煌蘭)で鈴木市長を囲んで記念撮影 

６月１８日(日)午後２時から藤沢市役所市民

利用会議室において２０２３年度湘南日本中国

友好協会の総会が行われました。柳田会長の挨

拶の後、来賓の増田商工会議所会頭、阿部衆議

院議員、渡辺聶耳記念碑保存会会長、上島県日

中副会長、宮原藤沢市企画政策部長からご祝辞

を頂きました。また藤沢市人権男女共同平和国

際課から鈴木課長、八木課長補佐、高木都市親

善推進員もご出席くださいました。 

総会は出席３３名、委任状２３名により成立

し、柳田会長(議長)の議事進行により審議が行

われました。議事の２０２２年度活動報告、会

計報告、会計監査報告、２０２３年度事業計画

案、会計予算案、役員選出案についてそれぞれ

報告や提案が行われ、満場一致で承認・決定さ

れました。 

総会後、朱建栄氏による記念講演「中国最新

見聞録」が行われ、ゼロコロナ政策転換後の中

国最新事情、３期目に入った習政権、米中・日

中関係について幅広い視点から分析や展望など

のお話があり、大変勉強になりました。 

また懇親会は中華レストラン「煌蘭」で会員

など３９名が参加し、公務多忙のなか駆け付け

た鈴木市長からもご挨拶があり、終始和気藹藹

の懇親の場とすることができました。 

湘南日本中国友好協会 2023・2024 年度新役員体制（五十音順・敬称略） 

会 長  柳田秀憲  副会長  大縫光宏、鈴木富與子、武田勝年 

理事長  上野篤志  副理事長 木村光子、脇礼子(新) 

理 事  市川和広(新)、伊藤一夫、伊藤志津子(新)、蛯名喜代作(新)、大嶋幹枝、 

          大森佐知子、岡部初子、佐々木美与(新)、陳小娟(会計兼務)、平中恭子、 

     耳野紀久代、松尾許鳴(新)、柳田あゆ(新)、山田均(新) 

監 事  林雄一郎、山田栄一郎 

相談役  増田隆之 

顧 問  阿部知子、小松碧、鈴木恒夫、塚本昌紀、春名康夫、楊麗華、渡辺光雄 



 

事務局から 昆明から来藤する学生のホ

ームステイ先探しに大変苦労しました。結果、

黄沢巧さんは鈴木三枝子さんのお宅で、楊婧涵

さんは増田相談役のお宅で受入れてくれるこ

とになりました。この場を借りて感謝申し上げ

ます。また７月１２日(水)午後６時から江の島

の「イルキャンティ」でお二人の歓迎会を開催

します。1 週間の日程で多くの市民と交流し、

日本の文化に親しんでほしいと思います(上野) 

年会費  個人会員       5,000 円 
     団体会員(法人など)  8,000 円 
     家族会員(2 人)     8,000 円 
※新聞「日本と中国」を購読する方は、年間購
読料 2,500 円(送料込み)が追加されます 
※会費等の振込は次の①又は②をご利用下さい 
 ①ゆうちょ銀行口座 00270-2-112030 
  湘南日本中国友好協会 
  (振込料金は加入者負担です) 
 ②横浜銀行藤沢中央支店  
  普通口座 618-1093016 
  湘南日本中国友好協会 柳田秀憲 

 
 聶耳記念碑碑前祭は７月１７日の聶耳先生の命

日に合わせて毎年藤沢市、記念碑保存会などとと

もに参拝し献花を行っています。今年は中国大使

館や昆明市政府代表も出席する予定で、より盛大

な碑前祭が催されます。参加される方は上野まで

ご連絡ください。また前日の１６日午前１０時か

ら記念碑広場の清掃ボランティアを行いますの

で、あわせてご参加をお願いします。 

 碑前祭日時 ７月１７日(月)午前９時半から 

  なお一般参拝は午前１０時頃になります 

 
彩雲基金日本語スピーチコンテストは、雲南省

内の大学で日本語を学ぶ学生たちが日頃の学習の

成果を発表する場として、年々盛大に開催されて

きています。今年に入り中国ではゼロコロナ政策

が転換されるなか、４月２２日(土)に昆明市の雲南

民族博物館ホールを会場に第１３回スピーチコン

テスト(主催：雲南翻訳者協会日本語分会、共催：

湘南日中)が開催されました。１０大学からそれぞ

れ選抜された２０人が一堂に会し、命題スピーチ

(テーマ：「私の発見」「光」)と即興スピーチによる

熱い戦いを繰り広げました。出場校も出場者もこ

れまでのコンテストで最多となりました。 

審査の結果、特等賞には雲南大学３年の黄沢巧

さん(写真中央)と昆明文理学院２年の楊婧涵さん

(写真左)が入賞し、それぞれ副賞の日本研修旅行に

招待されました。学生たちの訪問はコロナ禍の影

響で４年ぶりとなります。お二人は７月１１日(火)

に来藤し１８日(火)に帰国しますが、その間日中の

青少年交流に参加するほか、華道や茶道など日本

の伝統文化にも親しみ、江の島をはじめとした若

者に人気の観光スポットも見学する予定です。 

友好都市・昆明市で日本語を学ぶ学生たちに日

日中友好の懸け橋となる若い世代を育ててい

くために、ぜひご支援のご寄付をお願いします。 

《寄付金の振込口座》 

ゆうちょ銀行  00230-2-47875 「彩雲基金」 

横浜銀行辻堂支店 (普通預金) 1603294 

「彩雲基金会計 岡部初子」 


